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株式会社イ ンテッ ク は、IT技術を活用し 、業務のDX化や働き方改革に取り 組んでいる企業です。地方自

治体へのサービス提供を行う なかで、自治体職員の働き方における課題や問題を見つめてきまし た。そ

こ で今回、テキスト 、音声、画像など複数の情報を統合し て処理できるマルチモーダルAIを活用し た業

務効率化支援を行う べく 、「Dig i-PoC TOYAMA（デジポッ ク と やま）実証実験プロジェ ク ト 」に参加。そ

の成果や今後の展望について、株式会社イ ンテッ ク （以下、イ ンテッ ク ）宮川氏、細川氏、市田氏、菊氏、本

田氏にお話を伺いまし た。

マルチモーダルAIを 使っ た業務効率化を 目指し 、実証実験に参加

–本田氏：イ ンテッ ク は今年で創業60年を迎えます。創業以来、富山県内外の地方自治体様へ継続し て

IT分野での各種サービスをご提供し ています。DX推奨のためのサービスも 提供し ており 、そのつなが

り の中で、「Dig i-PoC TOYAMA実証実験プロジェ ク ト 」の存在を知り まし た。実は昨年度の実証実験プ

ロジェ ク ト にも 興味があり 、応募し ていたのですが採択に至ら ず、今回2度目のチャ レンジでし た。

そし て2023年、テキスト 、画像、動画など複数の情報源から データ を収集し て総合的に処理する「マル

チモーダルAI」の技術を開発し 、活用先を検討し ていた頃、「Dig i-PoC TOYAMA実証実験プロジェ ク ト 」

のテーマに「自治体業務の効率化・働き方改革推進」があるこ と を知り まし た。社内にも こ の実証実験

に興味を持つメ ンバーが複数名いまし たので、体制を組んでやってみたいと 社内向けに声をあげたの

がきっ かけです。



–宮川氏：

も と も と 我々は、チャ ッ ト GPTや生成AI技術の開発・運用にも 取り 組も う と し ていたと こ ろでし た。今

ほど本田の話に出た「マルチモーダルAI」と 、こ れまで培ってきたチャ ッ ト GPTなどの技術を組み合わ

せて何かできないかと 模索し ていた頃だっ たかと 思います。「Dig i-PoC TOYAMA実証実験プロジェ ク

ト 」の中で今年度から 追加さ れた「自治体業務の効率化・働き方改革推進」と いう テーマに興味を持つメ

ンバーも 多く 、それなら 参加し てみよう 。富山県と 一緒に新し い取り 組みをするよう な機会は我々にと

っても チャ ンスであり 、チャ レンジになると 考え、応募さ せていただきまし た。

膨大な書類の管理を DX化する こ と で業務へのアプロ ーチを 改革

–菊氏：今回の実証実験のご提案と し ては、自治体職員の皆さ まの業務の中で活用し ていただく こ と 、働

き方改革に寄与するこ と を目的と し ています。そのため、まずは視覚・聴覚などの五感を使っ た判断を

できるよう なマルチモーダルAI分野を研究し たう え実用化を目指し ている部門と 協力し 、生成AIを活

かし 、自治体業務のDXと し て活用できるこ と を模索し ていく と こ ろから スタ ート し まし た。

その中で「書類DX」と し て、書類をデータ 化し てそれら を「検索」から 見つけると いう こ と に絞り 込んで

いきまし た。



一般的に、人が書類を探すと き、まずはその書類がどこ にあるのかを考えます。例えば、フ ォ ルダの中

にあるも のであれば、どこ のフ ォ ルダなのかを探し ます。その次にどのフ ァ イ ルなのか、フ ァ イ ルの何

ページのどこ に書いてあるのか、順を追って探すこ と を繰り 返し ながら 、人は頭の中で「どう すればい

いのか」を構築し て手順化し ていく のです。し かし ながら 、自治体職員の皆さ んはその他の業務と 並行

し ながら やっていく わけですから 、簡単なこ と ではあり ません。そう であれば、そこ をDX化する方法は

ないのか？「一度にこ れを探し たい」と いう 指示から 、結果を検索できないのか？こ れら が実現するこ と

で、業務の効率化につながるのではないかと 考えまし た。

また、今回の実証実験の大きなポイ ント は、単純なテキスト 文書のデータ のみを対象と するのではな

く 、画像や写真から も 情報を抽出し 、情報化し て検索できると いう と こ ろ。その中で、引き出し た情報

をさ ら に活用するこ と も 見据え、「書類のデータ 化」「データ 検索」「データ の活用」と いう 三本柱の実証

実験を行っています。

セキュ リ ティ 環境の構築から 書類の形式まで

一つひと つを 丁寧に検証



–市田氏：実証実験を進めるにあたって、社内の様々な部門から 専門分野を持っているメ ンバーを集め

て体制を構築し まし た。今回Azure（※）の基盤を使っているのですが、そう いっ た技術に知見のある

者、AI技術が得意な者、自治体の業務に詳し い者など10名程度参画し ています。

※）マイク ロソ フ ト 社が提供するク ラ ウド プラ ッ ト フ ォ ーム（サービス）のこ と 。



–細川氏：

今回の実証実験では、県庁内のデータ を利用し た生成AIの活用が求めら れまし た。県庁内のデータ を扱

う にあたっては、ク ラ ウド 環境を含むセキュ リ ティ 面の考慮が不可欠でし た。セキュ リ ティ 面の考慮に

あたっては、社内のセキュ リ ティ 担当部門やク ラ ウド 構築に特化し た部門から も アド バイスをも ら い

ながら Azure環境の構成を検討し 、ユーザーの認証方法やサービスのセキュ リ ティ 対策について認識合

わせをし ながら 進めていきまし た。

検索対象と する書類については、適当にいろんな書類を読み込ませても 検索精度が落ちるため、お客様

と 相談し てユースケースや資料を絞って、プレスリ リ ースの資料を採用するこ と にし まし た。資料はテ

キスト のみ資料だけでなく 、写真や図が入っているも のを用意し ていただき、こ のパタ ーンは向いてい

る、こ のパタ ーンは向いていないなど、さ まざまな書式の検証を行いまし た。例えば、横書きではなく

縦書きの文書だと 少し 不向きであるなど、そう 言っ た切り 分けです。

も っ と も 苦労し た点は、「実際の書類を読み込んでみないと 検索精度が測れない」と いう こ と です。そ

の辺り は、検索の方法や内部的な検索の仕組みを都度チュ ーニングし ながら 、ト ラ イ アンド エラ ーを繰

り 返し 、検索精度を高めていきまし た。

–市田氏：も と も と イ ンテッ ク の研究所で開発し ていたマルチモーダルAIと 生成AIによる書類Ｄ Ｘ の仕

組みがあり まし たので、それを活用し まし た。今回の実証実験用に新し く 用意し たAzure環境にシステ

ムを構築し 、データ 活用の事例に合わせたユーザイ ンタ フ ェ ースの作成や検索のチュ ーニングを行い

まし た。技術検証のフ ェ ーズも 含めると 約４ ヶ 月かかり まし た。実証実験なので一つのユースケース

に絞っ た検証ではなく 、さ まざまな角度から 評価する必要があり まし たので、ト ラ イ アルと いう 側面も

含めて検証し まし た。具体的には、テキスト のみの文書だけでなく 、紙をスキャ ンし たよう なデータ や

画像を多く 含むパンフ レッ ト 、図やグラ フ が記載さ れている資料などさ まざまな書式を読み込ませて、

どのく ら い読み取り の精度が出ているかを検証し ています。

先ほど、菊から も 説明があっ た「書類のデータ 化」「データ 検索」「データ の活用」の具体的な活用事例を

一つ紹介さ せていただきますと 、広報課の「YouTubeのシナリ オ作成」が上げら れます。「データ 検索」

を活用し てシナリ オのも と と なる資料を検索し ます。そし て、「データ の活用」と いう と こ ろでは、検索

し た資料をも と にYouTubeのシナリ オの作成を行っています。

業務のDX化や働き 方改革により 大き な成果を



–菊氏：今回の実証実験では、マルチモーダルAIを使っ た機能検証がメ イ ンですが、お客様に使用し てい

ただく こ と を想定し たセキュ リ ティ 構築も 実施し ています。実際のユースケースを考えて、費用対効果

が出てく るのはどのあたり なのかを話し 合っ た結果、「書類の検索」と いう 側面ではある程度の成果が

出ており 、一度に書類を探せると いう と こ と では評価をいただきまし た。

し かし 、業務のDX化や働き方改革と いう 側面では、まだまだです。今回の実証実験では一部の対象部門

様にご協力いただいて検証を実施し たのですが、お客様と し ては今回使っ た機能を横展開し ていき、さ

ら に成果を上げたいと いう 想いがあり ます。また、「書類DX」が今より も っ と 浸透し ていき、その前後の

業務も 含めた「業務全体のDX」も 展望と し て考えていら っ し ゃるこ と が見えてきたので、我々と し ては

今後も 業務全体のDXをバッ ク アッ プし ていきたいと 考えており ます。

他にも 、今回は文書や画像がメ イ ンの検証と なり まし たが、お客様から は将来的に「映像」や「音声」も 対

象と なり 、動画を作成できると こ ろまでいけると 嬉し いです、と いう ご要望も いただいており ます。

業務DXを 通し てスマート なコ ミ ュ ニケーショ ン を 創出し ていき たい



–宮川氏：「Dig i-PoC TOYAMA実証実験プロジェ ク ト 」のサブタ イ ト ルにも 掲げら れている「ウェ ルビー

イ ングな世界を拓く 」。こ の「拓く 」と いう 言葉には、今までになかっ た幸福感を県民一人ひと り が実感

できる世界を目指すと いう 大きなメ ッ セージを感じ ています。我々はそこ に共感し 、富山県と 一緒に目

指し たいと 考え、こ の実証実験に参加さ せていただきまし た。

今回の実証実験で検証し てきた「書類DX」は、自治体職員の皆さ まの業務改革を目的と し たも のです。

し かし 、業務改革と いう のは単純な時間削減だけを意味するも のではあり ません。ただ効率化を目指す

だけでなく 、その過程や多彩な結果の創出に充実感が加わるこ と 、お互いにスマート なコ ミ ュ ニケーシ

ョ ンをと れるよう になるこ と で、良い人と 人のつながり を生み出すこ と ができると 思います。それは、

自治体業務に関わる方々の幸福実感につながり 、富山県の目指す「ウェ ルビーイ ングな世界」につなが

るのではないでし ょ う か。

本プロジェ ク ト に関わっている主力メ ンバーはイ ンテッ ク の従業員であると と も に、富山県民です。富

山県の住民と し ても 県の職員の皆さ まと 一緒に「ウェ ルビーイ ングな世界」を目指す、一部を担ってい

ると いう こ と は我々の充実感にもつながっていると 感じ ています。


